
資料18-1　「なにわエコ会議」の活動内容（令和３年度）
（１）主催事業

事　　　業　　　名　　　称 開 催 日 場　　　　　　　　所 実　　　施　　　主　　　体 備　　　　　　　　　考

エコアクション21スクール

6月9日、7月14日、8月
4日、9月15日、10月13
日、11月10日、12月8
日、1月12日

オンライン開催 環境に配慮した企業部会

共催：エコアクション２１地域事
務局大阪・中央事務局
協力：大阪市、大阪市環境経営
推進協議会

食べ残しＮＯゲーム出前講座
7月10日、8月3日・5
日、10月8日、11月2日・
26日、3月25日・28日

大阪市立西九条小学校、豊中
大阪市立九条北小学校、大阪
市立北恩加島小学校ほか

エコライフ部会、環境教育・啓発部会
共催：大阪環境カウンセラー協
会

環境ふれあいひろば２０２１ 11月13日 平野区画整理記念会館 全体

共催：環境局　協力：平野区役
所、サノヤ㈱、パナソニック㈱、
大阪ガス㈱、南港ウェットランド
グループ、シニア自然大学校、
大阪環境カウンセラー協会、大
阪市環境経営推進協議会、ボラ
ンティアグループCHOVORA!!

エコライフセミナー（野鳥園でのご
み拾いと野鳥観察ほか）

12月5日・10日
野鳥園臨港緑地（南港野鳥
園）ほか

エコライフ部会、生物多様性部会

共催：中央区地域女性団体協議会、
協力：中央区役所市民協働課、
NPO法人南港ウェットランドグ
ループ

事　　　業　　　名　　　称 開 催 日 場　　　　　　　　所 実　　　施　　　主　　　体 備　　　　　　　　　考

ＥＣＯ縁日2021 10月30日 花博記念公園鶴見緑地内 環境教育・啓発部会 主催：環境局

みんなあつまれ！ごみ減量フェス
ティバル on Web 2021

10月1日～11月1日 オンライン開催 全体 主催：環境局

（３）環境情報誌の発行

発　行　月 作　　　成　　　主　　　体 備　　　　　　　　　考

11月、３月 全体

（４）その他の取組み

事　　　　業　　　　名　　　　称 実 施 日 場　　　　　　　　　　所 実　　　施　　　主　　　体 備　　　　　　　　　考

図書館での水生生物標本展示・講
演会

7月16日～8月18日、9
月17日～10月20日、
11月19日～12月15日

此花図書館、東成図書館、淀
川図書館

生物多様性部会

下水道展’21大阪 ８月17日～8月20日 インテックス大阪 環境教育・啓発部会
主催：日本下水道協会
出展：環境局、なにわエコ会議

漁業体験会 10月10日 淀川河口 生物多様性部会
主催：なにわエコ会議、大阪市
漁業協同組合

大阪エコバッグ運動推進キャン
ペーン

10月20日
マックスバリュー平野駅前店

エコライフ部会、環境教育・啓発部会

なにわエコ会議賞 （表彰式）11月13日 平野区画整理記念会館 全体 環境ふれあいひろば2021

2021年度 CO2削減コンペ・プ
ラスチックごみ削減コンペ

（表彰式）3月22日
おおさかATCグリーンエコプ
ラザ

環境に配慮した企業部会
協力：環境局、大阪市環境経営
推進協議会

（２）その他出展イベント

情　　　報　　　誌　　　等　　　名　　　称

エコウェーブ32号、33号



資料18－２ 大阪市環境表彰 受賞者（令和３年度）

区分 受賞者名 受賞理由・活動内容

個人

冨平 純 氏

専門分野である河川水生生物を対象とした観察・講座・標本展示だけでな

く、漁業体験会や身近な動植物の情報発信など、総合的に自然と生物を観察す

る活動を実施されています。主に子どもとその保護者の方々に、自然に親し

み・興味を持ってもらうことにより、生物多様性保全の必要性を認識してもら

えるよう工夫されており、幅広く環境教育・環境学習を実施されています。

また、環境アセスメント士として、事業者に自然環境の保全、対象事業実施に

よる自然に対する影響の低減対策を提案するなど自然環境の保全に大きく貢

献されてきました。

内藤 正巳 氏

様々な企業で地球温暖化の緩和と適応を軸とした環境教育講座や研修にお

いて、個別事業者に沿った内容にするなど工夫をされています。環境省の「エ

コアクション21」においては、普及プログラムの主担当を担い、約50社の認証

取得を達成し、「エコアクション21」の普及に大きく貢献されています。

また、大阪市計量検査所主催の「はかるシンポジウム」で基調講演を担当して

いただき、環境計量士として、地球の変化に気づくために、私たちの日常活動

が環境にどのような影響を与えるかを市民の方々に分かりやすく解説してい

ただきました。

そのほか、小学生を対象に、家庭排水の河川への影響を知るきっかけとなる

実験を行うなど、子どもから専門家まで幅広い環境啓発活動などをされてい

ます。

団体

及び

事業者

古林工業株式会

社

環境省の「エコアクション21」の認証・登録を受け、環境マネジメントシステ

ムを導入されています。年間の二酸化炭素排出量、電気使用量など厳しい削減

目標を掲げ、目標達成できない場合は、原因を究明し、改善を行うことにより、

翌年には、着実に目標を達成されています。

また、国のエネルギー使用合理化事業者支援補助金等を活用して重油炉

のガス化、照明のＬＥＤ化などの設備改善についても、積極的に進めておら

れます。

本社工場の正面玄関近くに、太陽光による「現在の発電量」を示すパネル

を設置することにより、従業員、来訪者、近隣住民の環境保全意識を高め

る役割をはたしており、また、従業員が近隣の清掃活動などの美化活動を

実践されております。

そのほか、社内に設置している自動販売機の売り上げの一部をこども食

堂に寄付されており、SDGs の目標 1「貧困をなくそう」及び目標 2「飢餓

をゼロに」を実践されているほか、17 の目標のうち、9 つの目標に取り組

んでおられます。

学校園
大阪市立佃西小

学校

SDGs の目標 4「質の高い教育をみんなに」をめざすなか、環境教育な

どを積極的に実践しています。

  国土交通省が実施する「景観まちづくり学習」を大阪府内で唯一実践し

ており、活動内容をアップした同校のホームページには、年間 5 万回を超

えるアクセスがあり、市内の他の小学校などへ好影響をもたらしています。

校庭の芝生化を地域住民とともに行うことにより、地域住民の方とのコ

ミュニケーションが生まれ、環境に対する住民の意識も高くなっています。

ＳＤＧｓやビオトープ、チャボの飼育などの環境教育に通じるツールを積

極的、計画的に活用されるとともに地域、児童などと協働し、地域の実情

などを踏まえ、積極的に環境保全活動・環境教育に取り組まれてい

ます。
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